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造 が Retinat の 結合部位 に
et

え て い る環 境 は 親油的

で 極め て強 い 酸性の 条件で あ る に ち が い な い
。

視物質 の 光受容機構

　　　 古沢　透 ・堀内真理

（大阪大学 理 学部 生 物学教室）

　我 々 は液体 窒素温度で 吸収測定 を行な い ， 視物質

の 退色過程 の 第
一光産物は プ レ ル ミ中 間産物 で あ る

と 報告して きた。今 回 は ウ シ の ロ ドプ シ ン に つ い て

液体 へ
1
丿ウ ム 温度で 吸収 測定を行 な い ， よ り低温 で

安 定 な 中間産物 フ a ト ロ ド プ シ ン を 発 見 し た。 ヘ リ

ゥ ム 温度 で 437　nm の 光を照射す る と プ レ ル ミ中間

産物 （鰍 x ： 543　nm ） が 生 じ る 。こ の 点 は 液体窒素

温度 の 場合 と同 じで あ る。しか し 52  nm よ り長波

長 を含む 光 を 照 射 す る と フ ォ ト ロ ド ブ シ ン （X｝Tax ；

429　mn ） が 生 じ る 。
　 C れ は 約 23°K 以 下 の 温度で

安定 で あ り，そ れ 以 上 の 温 度 で は 暗 黒 中 で プ レ ル ミ

へ 変化ず る。ま た 光を吸 収して もプ レ ル ミ へ 移行す

る。以 ．ヒの こ とか ら，フ tl
・

ロ ド プ シ ソ は プ レ ル ミ

に先立 つ 中間産物 ， す な わち第
一

光産物 で あ る と考

え ら れ る。 ロ ド プ シ ソ が 光を吸収す る と，そ の 分子

内 に 存在 して い た ユ1一シ ス レ チ ナ
ール と オ プ シ ソ の

問の 相 互作用 が光異化 に よ り切断 さ れ る。こ の 状態

が フ
ォ ト ロ ド プ シ ソ で あ る と思われ る 。

頭足靉網膜 の レ チ ノ ク ロ
ー

ム

原 富之 ・原 黎 子 ・根本 田美子

　　　 （奈良医科大学生物学教室）

　 頭 足 類纈膜 に は 全 ト ラ ソ ス 型 レ チ ナ ール を発色団

と す る 感光性色素 蛋 白 質 レ チ ノ ク ロ
ー

ム が 含 まれ て

い る 。
こ れ は光分解す る と 11一シ ス 型 レ チ ナ ール を

生 じ，そ の 蛋 白部分は全 ト ラ ソ ス 型 レ チ ナ ー
ル が あ

れば ， 速や か に 再結合 し て もとの レ チ ノ ク ロ ーム を

再 生 す る。した が っ て ，い っ ば ん に レ チ ノ ク ロ ーム

また は そ の 光 分 解 産 物 を 照射 す る と，退 色 と再生

と が 同時 に 進 み ，前者 で は 退 色 方 向 に，後者 で は 再

生 方向 に ス ペ ク トル が移動す る o そ の 結果，例 え ば

単色光 を用 い て ， い ずれを照射 して も同 じ ス ペ ク ト

ル に 達 して 反応 が iE む。また レ チ ノ ク ロ ーム の 蛋 白

部分 は ロ ドプ シ ン の 光分解中間産物 の 酸型 メ タ
’
ロ ド

ブ シ ン か ら ， そ の 発 色団全 ト ラ ン ス 型 レ チ ナ ール を

奪 い と っ て ，レ チ ノ ク ロ ーム を再生する こ と が で き

る。しか し残 ，、た メ タ ロ ドプ シ ン の 蛋 白部分 オ プ シ

ン に は ，レ チ ノ ク ロ ーム の 光分解 に よ っ て 生 じ た

11一シ ス 型 レ チ ナ
ー

ル を と っ て ，直 ち に ロ ドプ ン ソ

を 再 生 す る能力 は な い 。

レ チ ナ ー
ル と 生体膜 1

　　　　　　　　　 東 　 皃 ・
前 田 安 昭

（大阪 医科大学教生 ・横浜国立大学教化 ）

　11シ ス レ チ ナ ール は 脂質蛋 白 ・オ プ シ ン と 結合 し

て お り， 光に よ っ て オ
ー

ル トラ ソ ス 型 に 変 わ る。こ

の 光異性化 は 脂質 の 集合 状態及 び 蛋 白構造 を変化 さ

せ ， 視 興奮を ひ きお こ すと考え られ る 。 こ れ に 注 目，

して ，両異性体 の 生．体膜 に 対す る作用 の ち が い を ，

赤 血 球 の 溶 血 現象を標識 として 調 べ た。両翼性体 と

も 20°C 以 ヒで な い と溶 血 作 用 も持 た な い 。37°C で

は 1 個 の lf［L球 に 2．6 × 10
・
i

分 子 以 ．．L つ く と溶 血 させ

る が，溶 喧匪能力の 濃度依存性 は 両 画性体 間 で こ とな

る 。 オ
ー

ル ト ラ ン ス 型は濃度 の 増加 に よ っ て 溶血作

用 も大 に な る が，11 シ ス 型 は 1虹球 1個 当 り 6 × IOT
一

分 子 吸 着 し た 点 で ，溶 血 度 の 極 小 値 を 持 つ 。こ の 現

象 は 9 シ ス 型 で も観 られ た。こ れ は シ
’
ス 型 レ チ ナ ー

ル が 膜成分，お そ ら く リ ピ ド との 相 互作用 で 膜 を 安

定化 す る こ と に よ る と考え て い る。こ の機構に つ い

て 今後検討 さ れ る べ きで あ る が，ポ リ エ ン 主 鎖 の 立

体的柑異 が 膜購造 に か な りこ とな っ た 影響を 与 え る

と 言 って い い 。

桿体外節 の ATP 　 ase

　　　　　　　 鈴木龍夫 ・世 古 口 雄 こ

（大 阪大学 理 学部生物 ・大阪外 国 語 大 学〉

　桿体外節 に は高い ATP 　 ase 活性 が あ る事 が 知 ら

れ て い る。こ の ATP 　ase が ロ ド プ シ ン そ の もの か・

否 か を め ぐって 論争 が あ っ た が ， 明確 な 結論 は 出 さ

れ て お らず，ATP 　ase の 外節 に 於 け る役割 は 明 らか・

で なか っ た 。 我 々 の 研究 で 明 らか に さ れ た事は 次の

通 りで あ る 。   音波処 理 牛桿体外節懸 濁液 を 分画遠

心 して 得 た 異 な る 大 きさ の 粒子問 の ATP 　 ase 活性

と ロ ドプ シ ソ 含景 と の 問に は 負の 相 関 が あ り，慎 糖
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樒 度匂配 遠 心 の 沈降 パ タ ーソ は ATP 　 ase と ロ ド プ

シ ン で 著 し く異 な る。  音波処 理 ロ ドプ シ ン 懸濁液

の ATP 　ase 活性及 び 活性 の イ オ ン 要求性に 対 して

光照射 の 効果 は な い 。  ATP 　ase が 働 くに 良好 な

条 件 F で は外節内 Na レ ベ ル が 低 く，活性を 阻 害す

る 条件下 で 高 い 。こ れ らの 結果か ら，ATP 　ase と ロ

ドプ シ ソ は 異 な る 分子 で あ る と 結論 され ATP 　ase

は 視興奮 に 直緩関与 し て い る の で は な く， 興奮の 回

復過 程で イ オ ソ 環境 を つ くる機構 の 中 で 主 要 な 役割

を演 じて い る と考 え ら れ る。

フ ツ ウ ミ ミズ の 水浸 に よる体重変化に対す る脳神経

節除去 の 影響

武内仲夫 （宮城教育大学生物）

　 フ ツ ウ ミ ミ ズ 及 び e ト ツ モ ン ミ ミ ズ を，通 気 し た

脱 イ オ ン 水 （比 抵抗 500 ＞de ‘
　9cm 以 上 ）に 浸漬 し，

ユ時 問毎 に 4 時間体重測定 を行な っ た 。〔1｝無処 理 群

で は体 重 が 4 時間 で 約 6 ％増加 し た に 反 し，脳除去

群 で は逆 に 約 2 ％減少 し た。〔2脳 除去群に，脳約 4

個 に 相 当 す る 粗 ・水 抽出液 を 注 射す る と，体 重 は 約

17％ 迄増加 し，灣照 と し て 水 の み を注 射 した群で

は ，体 重 は や や 減少 か 殆 ん ど変化 し な い か で あ っ

た 。 13）腹髄及 び 体 壁 の 抽出液注 射群で は ，夫 々 の 対

照 群 と有意差 な く殆 ん ど体 重 変化 が み ら れ なか っ

た 。 従 っ て ，脳除去 に よ る ， 水 中て の ミ ミ ズ の 体重

減少 は，神 経的 な 影響で な く，脳 よ り分泌 さ れ る或

る 水溶性物質 の 欠 乏 に よ っ て ひ きお こ され た 内分泌

的 影響 で あ る 可能性 が 大 き い と考え ら れ る 。 ミ ミ ズ

の 脳 の 内分 泌 的舗御 に お け る 役割 は 大 き く， そ の 大

多数の神経細胞 は分泌機能 を もち， 半数 は 分化 した

神 経 分泌 細胞 で あ る と考 え られ る（武内
’65〜’68）の

で ，
こ の 現象は

一
つ の 重要 な 指 標 で あ る と考 え る 。

無 脊椎動物 の ア ル ギ ナ ーゼ に つ い て

　　　堀内四郎 ・鈴木正 昭

（上 智大学生物 学教室 ・東

邦大学理 学部生物学教室）

　オ ／v ・＝； チ ソ 同 路 に 関 与す る ア ル ギ ナ ーゼ の 分布

は，腹足類 で は 陸産 の 巻 貝 （マ イ マ イ類） の 肝 膵 臓

に 強力 な 活性 が 見 られ る 。 し か し，淡水産 で は 弱 く，

海 産 で は ほ と ん ど活性 は な い 。海産 二 枚貝 に も活性

は な い 。 細胞内分布を み る に ，マ イ マ イ で は 25％ が

核に存在す る が ， こ れ は，哺乳類 ア ル ギ ナ ーゼ が核

に 34％局在す る と・い う事実 と 対 比 し得 る 。ザ リ ガ ニ

で は 触 角腺 ， 鰓 ， 血 液， 筋 肉， 肝膵臓 の うち， 特 に

触角腺 に 強 力な ア ル ギ ナ ーゼ が あ る。 イ セ エ ビ で

は ， 触 角腺， 鰓 と も に活性 は な い
。 部 分的 に 海水 を

加 えて 飼育 した ザ リ ガ ニの の ア ル ギ ナ ーゼ は ， 触 角

腺，鰓 と も低 下 し ， 尿 素排出量 は 半減す る 。ウ レ ア

ーゼ 活性 も低下 す る が，ア ン モ ニ ア 排 出量 は 急速に

鰓 で 高 ま る。

　 オル ； チ ソ ・トラ ン ス カ ラ バ ミ ラ ーゼ は マ イ マ イ

に は存在 す る が ，ザ リ ガ ＝＝（C は な い 。し た が っ て ，

ザ リ ガ ニ の 尿素合成 メ カ ニ ズ ム は オ ル ニ チ ン 回路を

経 る もの と は異な っ た代謝経路 で あ る と 考え られ

る。

Neuroe 皿decrine　Reg ロlation 　of 　 Na ＋−K ＋

StimUlated
，
　 Mg ＋ ＋ Dependent 　ATPase

　 Acti▽瓧y　 i皿 the　 Crayfish　Ki且ney 。

Fred　I．1（amemoto 　 and 　 Judith　Y ．　Nakamura

（Department 　of 　Zoo ｝ogy
，
　University　of　Hawaii）

　　 The 　Na ＋ −K ÷

stimuLated ，　 Mg ＋ ＋ dependent　and

ouabain 　 sensi 燵ve 　ATPase 　in　 the 　freshwater 　cray −

fish　kidney　is　most 　concentrated 　 in　the　 tubule，

the 　 site 　 Qf　 sod 重um 　reabsorption 　 along 　 wjth 　 the

bladder．　 Lower 　 activities 　are 　 found　 in　the　c  lo・

mosao ，
　 labyr孟nth 　 and 　 bladder．　　　　　　　　　 ．

　　Eyestalk　 removal 　 resulted 　in　a 　decrease　 in

the　 enzyme 　activity 　 of　the 　kidney ．　This 　reduction

was 　prevented 　with 　the 　injection　of 　eyestalk

extracts ．　 Brain 　 extract 　injections　caused 　 a　further

decrease　 in　 the　 enzyme 　activity ．　 When 　 crayfish

were 　placed　in　O．2M 　NaCl 　 solution ，　 the 　sodium

concentration 　 of 　the 　blood　increased，　 accomp 日 nied

by　a 　decrease　in　the　enzyme 　activ 韮ty　in　the　ki−

dney
，
　suggesting 　a　reduced 　requirement 正or 　sodium

retention ．　 Ouabain，　 injected　 into　 the 　 animal
，

caused 　 a　decrease　 in　 the 　 enzyme 　 activity 　 within

one 　hour ．　 Concurrently，　the　sodium 　concentration

of 　 the　 blood　decreased　 wh 玉le ．that 　of　the　urine
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